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１．研究計画の概要 
	
 膀胱や消化管は、臓器自体の有する神経
調節機構が高次の中枢性神経調節をうける
ことで、各臓器に特徴的な複雑な機能を営
んでいる。このような神経調節機構は、多
くの小児外科疾患において先天的に障害さ
れていたり手術操作などにより障害を受け
ることがある。内科的治療に抵抗性の場合
が多い。小児外科では、食道閉鎖、胃食道
逆流症、腹部術後胃排泄能低下症例、消化
性潰瘍、化学療法や腹部照射後の麻痺性イ
レウス、CIIPS、MMIHS、long segment
ヒルシュスプルング病、慢性便秘、直腸肛
門奇形、ヒルシュスプルング病、CIIPS、
MMIHS、骨盤部悪性腫瘍、二分脊椎、そ
の他の膀胱直腸部手術（膀胱尿管逆流症、
水腎水尿管症、膀胱前立腺悪性腫瘍）など
多彩な神経障害の存在する症例を治療して
いる。神経調節は神経に電気的刺激を加え
ることで機能改善を図るものであるが、電
極を生体内に埋め込み刺激するような侵襲
的な操作ではなく、体外より高頻度磁気刺
激を行うことで小児に適した非侵襲的な神
経刺激を行うものである。しかし、小児に
おいては至適刺激条件や刺激部位に関して
も不明な点が多く、動物実験を用いた基礎
的な磁気刺激法に関する検討と、臨床的な
応用により磁気刺激法を用いた神経調節の
有用性を検討することを目的としている。 
２．研究の進捗状況 
	
 家兎を用いた基礎的検討では、至適条件の
検討は終了し、神経障害モデルを用いての神
経調節の段階に入っており、計画通りである。 
	
 臨床的検討は、初期の 2年間において顕著
な効果を示した症例が少なく、慎重に適応症

例を検討していたが、現在はルーチンで施行
する段階に入っており、計画通りである。 
	
 頭部の磁気刺激に関しては、家兎における
検討では頭部磁気刺激による外肛門括約筋
反応を惹起することができず、大動物での検
討など打開策を検討している。 
	
 統合的な消化管機能検査システム構築の
ためにインピーダンス測定による無酸逆流
の検査を海外から機器を購入し開始した。従
来法との比較での問題点を明らかにでき、新
しいプログラムの導入を検討している。 
３．現在までの達成度 
	
 家兎を用いた基礎的検討では、仙骨高頻度
磁気刺激の刺激条件を検討することができ、
その成果をもとに小児外科症例における応
用を進めている。過去 3年間の短期的フォロ
ーにおいて顕著な効果を示した過活動型膀
胱例を経験し、慢性便秘症例や失禁を主訴と
する鎖肛症例においても施行前後で改善効
果が得られている。鎖肛やヒルシュスプルン
グ病などの術後にルーチンで施行している。 
	
 一方、大脳磁気刺激に関しては、家兎では
刺激により外肛門括約筋の収縮を誘発する
ことができずスティック型電極や針電極を
用いた検討を加えているが至適条件は同定
できていない。中枢神経障害に起因する胃食
道逆流症では、新しい検査法とし食道インピ
ーダンス測定法を先進的に導入し、その有用
性を検討してきたが、持続性のインピーダン
ス低下には現在の解析システムが抽出でき
ていないことが判明し、現在プログラムの改
善を検討している。 
	
 4年間の研究計画の 3年間として、ほぼ到
達目標を達成しているものと自己評価して
いる。 
４．今後の研究の推進方策	
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 仙骨部磁気刺激に関しては、症例数の増加
による有用性の更なる検討と、適応疾患の拡
大である。昨年度より慢性便秘にも適応を拡
大しているが、primitive	
 dataであるが、有
用性を示すものが多い。	
 
	
 中枢神経の磁気刺激に関しては、家兎だけ
ではなく犬などの大動物での検討を考慮す
る。	
 
	
 現在までの成果をまとめ学会や文献での
報告を行い、次に磁気刺激を用いた新しい治
療法の開発へと発展させる。	
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